
 

 

業が最も多いそうです。 

◆リテラシー 

調査では、今後の働き方に

ついては、 「テレワークの導

入、継続予定」が 53％との回

答が過半数を占める一方、

「廃止、縮小、導入予定なし」

が 34％となっています。この

傾向は従業員 1,000名未満の

企業で顕著となっています。 

ただ、テレワークの継続に

積極的でない場合でも、他の

多くの企業でテレワークが

広がるなか、働き方の変化に

伴う様々なツールの使用法

や、文字には表れてこない仕

事のスケジューリングのコ

ツのような知識は、社員はリ

テラシーとして知っておく

べき事柄です。新しい働き方

が広がる時代の仕事マナー

ともいえるでしょう。 

こうしたことも、今後は社

員教育のとして考えていく

必要があるでしょう。テレワ

ークを導入しない企業でも、

テレワークという働き方に

対応できる体制の整備は必

ず必要になることです。 

◆制度整備等の検討を 

また、緊急事態宣言下のテ

レワーク導入は、急だったこ

ともあり、本調査でも、テレ

ワーク補助などの新しい福

利厚生施策等の導入状況に

ついては、42.2％が「検討中」

と回答しており、制度整備が

未対応のところが多いよう

です。 

また、パソコン等を貸与す

る場合も、業務によって使い

やすい仕様としたりするな

ど、新型コロナの混乱が少し

落ち着いた今、当初は手が付

けられていなかった、きめ細

かな対応を考えるべきタイ

ミングになったといえるで

しょう。 

 

ウィズコロナ時代の 

忘年会 

◆どうする？ 今年の忘年

会 

 間もなく忘年会のシーズ

ン。例年であれば、メンバ

ーに声をかけて日程を調整

したり、場所の選定をした

りという頃合いかもしれま

せん。しかし、今年は新型

コロナウイルス感染症拡大

により、例年通りとはいき

そうにありません。ウィズ

コロナ時代の忘年会につい

て、人々はどのように考え

ているのでしょうか？  

◆忘年会をリスクと捉える

人が多数 

 「忘年会の参加によって

新型コロナへの感染リスク

が高まると思うか？」とい

う質問には、「高まる」

「どちらかといえば高ま

る」と答えた人が合わせて

94.9％に上りました。多く

の人が、従来の忘年会の様式

では感染リスクが高まると考

えていることが伺えます。そ

して、「今年、職場の忘年会

が開催された場合に参加した

いか？」という質問では、

「参加したくない」「どちら

かといえば参加したくない」

が合わせて 61.5％となり、

乗り気ではないと答える人が

多数派となりました。 

◆重視するのは感染防止対

策 

 忘年会で重視するポイント

を尋ねる問いに対しては、

「感染防止対策を行ってい

る」（75.7％）が最多となり

ました。また、開催する場合

に望ましいかたちとして、以

下のような傾向が読み取れま

した。 

・開催場所は、感染防止対策

がきちんと行われている「飲

食店」か「オフィス」を希望

する人が多い。 

・時間の長さは、８割の人が

「２時間未満」が望ましいと

回答。 

 アンケートからは、新型コ

ロナウイルスへの感染を避け

るための行動をしようという

意識が強く感じられました。

こういった意識をくみ取りな

がら、社内で意見をすり合わ

せ、どうするかを選択してい

きましょう。 
 

 

時間09分、「100～299人」が

39時間12分、「30～99人」が

39時間30分となっていま

す。産業別にみると、「金融

業、保険業」が38時間17分

で最も短く、「宿泊業、飲食

サービス業」が39時間51分

で最も長くなっています。 

( 2 ) 年 間 休 日 総 数 

平成31年・令和元年（又は

平成30会計年度）の年間休日

総数の１企業平均は109.9日

（平成31年調査108.9日）、労

働者１人平均は116.0日（同

114.7日）となっています。 

１企業平均年間休日総数

を企業規模別にみると、

「1,000人以上」が116.6

日、「300～999人」が114.9

日、「100～299人」が113.0

日、「30～99人」が108.3日

となっています。 

( 3 ) 年 次 有 給 休 暇 

 平成31年・令和元年（又は

平成30会計年度）1年間に企

業が付与した年次有給休暇

（繰越日数を除く。）は労働

者１人平均18.0日（平成31年

調査18.0日）、そのうち労働

者が取得した日数は、10.1日

（同9.4日）で、取得率は

56.3％（同52.4％）となって

おり、取得日数は過去最多

（昭和59年以降）、取得率は

過去最高（昭和59年以降）と

なりました。 

 

テレワークに対応できる

体制整備は必然 
◆緊急事態宣言から半年後

の状況 

人事・総務担当者 1,200名

を対象にした「緊急事態宣言

から半年後の企業テレワー

ク実態調査」によると、緊急

事態宣言下でテレワークを

導入した企業のうち 82％が

テレワークを継続していま

す。そのうち 42％が全社的に

継続、40％が一部の部署のみ

継続しているとのことです。 

テレワークを継続してい

る企業の半数以上で出社日

は設定せず、個人の裁量にゆ

だねられているとのことで

す。出社日を決めている場合

は、週３日出社としている企

年次有給休暇の取得が過去

最高～令和２年就労条件総

合調査～ 

 厚生労働省から令和２年

就労条件総合調査の結果が

公表されました。今年の特

徴は、年次有給休暇の取得

日数が過去最多の10.1日、

取得率が過去最高の56.3％

となったことです。 

◆労働時間制度 

( 1 ) 所 定 労 働 時 間 

１日の所定労働時間は、１

企業平均７時間47分（平成31

年調査７時間46分）、労働者

１人平均７時間46分（同７時

間45分）となっています。 

週所定労働時間は、１企

業平均39時間24分（同39時

間26分）、労働者１人平均39

時間03分（同39時間03分）

となっています。 

週所定労働時間の１企業

平均を企業規模別にみる

と、「1,000人以上」が39時

間00分、「300～999人」が39
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